
調
査
報
告
三
十
三

『
苔
の
衣
』
は
鎌
倉
時
代
の
擬
古
物
語
作
品
で
あ
る
。
作
者
は
未
詳
。
『
無
名
草
子
』
に
記
述
が
見
ら
れ
ぬ
こ
と
、
『
風
葉
和
歌
集
』
に
二

首
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
者
の
成
立
推
定
年
代
上
限
の
正
治
二
年
（
一
二
○
○
）
を
そ
の
上
限
と
し
、
後
者
の
成
立
す
る
文
永
八
年

（
一
二
七
一
）
を
下
限
と
す
る
時
期
を
『
苔
の
衣
』
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
登
場
人
物
は
三
代
、
設
定
年
代
は
四
○
年
余
に
亘
る
恋
物

語
で
あ
り
、
四
巻
な
い
し
五
巻
に
記
述
さ
れ
る
長
編
の
物
語
で
あ
る
。
梗
概
は
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（
岩
波
書
店
刊
）
を
は
じ
め
と
し

て
、
本
作
品
を
紹
介
す
る
近
年
の
著
述
に
は
ほ
と
ん
ど
欠
か
さ
ず
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
省
略
し
た
い
。

散
逸
作
品
が
多
い
同
時
代
の
物
語
の
中
で
は
か
な
り
読
者
に
歓
迎
さ
れ
た
ら
し
く
、
比
較
的
多
く
の
写
本
が
現
存
す
る
。
『
國
書
總
目
録
』

に
掲
載
す
る
の
を
そ
の
ま
ま
挙
げ
れ
ば
、
①
国
会
図
書
館
一
○
冊
本
、
②
同
二
冊
本
、
③
内
閣
文
庫
二
冊
本
、
④
同
（
残
巻
一
・
二
）
二
冊
本
、

⑤
書
陵
部
一
冊
零
本
、
⑥
金
沢
大
三
冊
本
、
⑦
京
都
大
二
冊
本
、
⑧
東
京
教
育
大
四
冊
本
、
⑨
実
践
女
子
大
五
冊
本
、
⑩
同
五
冊
本
、
⑪
東
京

大
一
冊
本
、
⑫
島
原
松
平
文
庫
（
残
巻
一
・
四
）
二
冊
本
、
⑬
同
一
冊
本
、
⑭
盛
岡
公
民
館
四
冊
本
、
⑮
神
宮
文
庫
二
冊
本
、
⑯
尊
経
閣
文
庫

四
冊
本
、
⑰
竹
柏
園
文
庫
四
冊
本
、
⑱
春
海
文
庫
四
冊
本
、
⑲
穂
久
邇
文
庫
四
冊
本
、
⑳
竜
門
文
庫
三
冊
本
、
④
旧
彰
考
館
文
庫
本
、
の
計
二

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
苔
の
衣
」
（
五
本
）

横

井

孝
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◇
尊
経
閣
叢
刊
『
こ
け
衣
』
（
一
九
三
九
年
二
月
刊
）
…
：
⑯
尊
経
閣
文
庫
本
の
複
製

◇
久
曽
神
昇
氏
校
『
苔
の
衣
上
・
下
』
（
古
典
文
庫
、
一
九
五
四
年
四
・
六
月
刊
）
・
…
：
⑲
穂
久
邇
文
庫
本
の
翻
刻

な
ど
が
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
後
者
に
お
い
て
、
諸
本
を
穂
久
邇
文
庫
本
系
と
前
田
尊
経
閣
文
庫
本
系
の
二
系
統
に
分
類
す
る
基
準
が
立
て
ら
れ
た

が
、
一
般
に
容
易
に
読
ま
れ
う
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
最
近
、

◇
市
古
貞
次
・
三
角
洋
一
両
氏
編
『
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
。
第
三
巻
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
九
○
年
五
月
刊
）
・
…
．
③
内
閣
文
庫
本
の
翻
刻

が
出
版
さ
れ
、
よ
う
や
く
本
格
的
な
研
究
態
勢
の
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

今
回
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
本
学
図
書
館
の
各
文
庫
に
分
蔵
す
る
『
苔
の
衣
』
五
本
で
あ
る
。
す
で
に
学
外
に
も
周
知
の
如
く
、
本
学
に
は

黒
川
・
常
盤
松
の
両
文
庫
を
は
じ
め
、
山
岸
徳
平
博
士
旧
蔵
本
か
ら
な
る
山
岸
文
庫
な
ど
の
由
緒
あ
る
文
庫
を
擁
し
て
定
評
が
あ
る
が
、
次
に

示
す
よ
う
に
い
ず
れ
の
文
庫
に
も
当
該
作
品
『
苔
の
衣
』
写
本
を
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
け
の
こ
ろ
も
江
戸
初
期
写
鳥
の
子
料
紙
粘
葉
装
／
表
紙
紺
紙
金
泥
草
木
絵
見
返
し
金
箔
貼
四
帖

「
夏
の
巻
」
巻
頭
少
脱
文
あ
り
。
「
英
王
堂
蔵
書
」
及
び
「
和
学
講
談
所
」
蔵
印
あ
り
。

と
あ
る
（
現
在
の
と
こ
ろ
売
り
立
て
先
に
つ
い
て
は
不
明
）
。
以
上
に
挙
げ
た
も
の
の
中
で
現
在
所
在
不
明
の
も
の
も
含
め
、
さ
ら
に
こ
れ
を
一

本
と
し
て
加
え
れ
ば
、
学
会
既
知
の
写
本
は
二
三
部
に
の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
擬
古
物
語
と
い
う
性
格
が
わ
ざ
わ
い
し
て
か
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
も
い
く
つ
か
の
論
考
が
試
み
ら
れ
な
が
ら
も
、
本
文
の
紹
介

同
会
の
目
録
に
は
、

は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
か
ろ
う
じ
て
、

一
本
。
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
は
、
⑳
伊
達
開
拓
記
念
館
四
冊
本
、
が
補
足
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
十
一
月
十
五

・
十
六
両
日
に
東
京
古
典
会
主
催
で
行
な
わ
れ
た
「
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
」
に
未
知
の
江
戸
初
期
写
四
冊
本
の
一
本
が
出
品
さ
れ
た
。
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㈹
「
こ
け
衣
全
」
一
冊
、
書
陵
部
本
の
写
。
文
庫
リ
ス
ト
番
号
「
三
三
三
一
」
。

⑤
「
苔
の
衣
」
（
巻
一
題
叢
に
よ
る
）
四
冊
本
、
東
京
文
理
大
学
本
の
写
。
文
庫
リ
ス
ト
番
号
「
三
三
三
二
」
。

『
國
害
總
目
録
』
に
は
「
実
践
（
五
冊
本
二
部
）
」
（
第
三
巻
三
九
○
頁
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
五
冊
本
」
で
該
当
す
る
の
は
黒
川
文

庫
の
の
し
か
見
当
ら
な
い
。
あ
る
い
は
②
を
誤
認
し
た
も
の
か
。
『
尊
経
閣
叢
刊
』
の
別
冊
解
説
に
は
「
黒
川
真
頼
旧
蔵
本
」
の
他
に
「
山
岸

徳
平
蔵
本
五
冊
題
策
に
古
解
呉
呂
裳
と
あ
り
」
（
二
八
頁
）
と
あ
る
が
、
こ
の
五
冊
本
も
山
岸
文
庫
に
は
見
当
ら
ず
、
今
の
と
こ
ろ
不
明

で
あ
り
、
不
審
を
感
じ
さ
せ
る
。
と
す
れ
ば
、
右
に
触
れ
た
よ
う
な
研
究
情
勢
か
ら
す
れ
ば
、
い
ま
こ
の
五
本
を
紹
介
す
る
の
は
何
ら
か
の
意

義
が
あ
る
も
の
と
信
ず
る
次
第
で
あ
る
。

〔
黒
川
文
庫
〕

〔
常
磐
松
文
庫
〕

③
「
一
江

〔
山
岸
文
庫
〕

（
注
）
文
芸
資
料
研
究
所
で
作
成
し
て
い
る
「
山
岸
文
庫
リ
ス
ト
」
で
は
、
「
三
三
三
三
」
（
同
文
庫
登
録
番
号
「
一
九
六
二
七
」
）
に

「
こ
け
衣
春
」
が
あ
る
が
、
安
田
文
庫
本
の
翻
刻
を
和
文
タ
イ
プ
し
た
も
の
で
、
巻
末
の
山
岸
氏
の
識
語
に
「
こ
け
衣
春
一
冊
安

田
文
庫
本
／
橘
氏
借
覧
臨
講
時
印
刷
云
云
／
回
顧
十
数
年
前
也
／
今
日
綴
之
、
今
昔
感
頻
涌
者
也
／
昭
和
舟
年
大
呂
昏
黄
／
於
高
田
本
町

寓
居
記
之
／
岸
廼
舎
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
本
文
に
は
山
岸
氏
の
筆
跡
の
．
ヘ
ン
字
の
言
込
が
あ
り
、
和
文
タ
イ
プ
用
紙
を
綴
じ
た
裏
に

ボ
ー
ル
紙
を
補
強
に
当
て
た
、
武
骨
な
体
裁
を
し
て
い
る
。
当
面
こ
れ
を
除
外
し
て
お
く
が
、
山
岸
氏
識
語
を
有
す
る
点
で
、
同
氏
旧
蔵

⑩
「
苔
衣
」
（
巻
一
題
釜
に
よ
る
）
五
冊
本
、
文
庫
目
録
番
号
コ
ニ
八
」
。

②
「
こ
け
乃
衣
」
四
冊
本
、
文
庫
目
録
番
号
「
一
二
九
」
。

「
こ
け
こ
ろ
も

一
二
」
一
冊
零
本
、
整
理
番
号
「
五
九
一
二
六
」
。
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墨
付
、
第
一
冊
よ
り
順
に
、
五
四
・
四
八
・
五
四
・
四
一
（
別
に
首
遊
紙
一
丁
）
・
三
九
。
無
辺
無
界
、
一
面
十
行
に
書
く
。
吉
墨
・
朱
筆

の
言
き
入
れ
・
ミ
セ
ヶ
チ
な
ど
あ
り
。
各
冊
巻
首
第
一
丁
オ
モ
テ
右
下
端
に
「
黒
川
真
頼
蔵
書
」
「
黒
川
光
隆
蔵
」
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
の
単

枠
長
方
朱
印
あ
り
。
第
一
冊
一
丁
オ
モ
テ
に
春
村
の
序
が
細
字
で
記
さ
れ
て
あ
る
。

此
物
語
〈
建
長
の
頃
な
と
作
れ
り
し
も
の
と
そ
お
ほ
ゆ
る
其
故
〈
な
そ
と
い
ふ
に
」
こ
と
は
つ
か
ひ
な
と
い
や
し
き
か
お
ほ
く
て
そ
れ
よ

り
か
ミ
に
く
の
ほ
る
ま
し
く
お
の
つ
か
ら
」
お
ほ
ゆ
れ
〈
そ
か
し
そ
れ
よ
り
下
り
て
も
お
ほ
え
す
文
永
の
風
葉
集
に
此
う
ち
の
」
歌
二
首

を
撰
へ
り
そ
く
風
葉
集
恋
五
云
ひ
さ
し
う
お
と
し
侍
ら
さ
り
け
る
人
に
五
月
雨
の
ひ
ま
」
に
つ
か
は
さ
れ
侍
り
け
る
こ
け
の
こ
ろ
も
の

一
品
宮
お
も
ひ
や
れ
は
れ
ま
も
見
え
ぬ
さ
ミ
た
れ
に
」
と
は
て
程
ふ
る
袖
の
し
つ
く
を
同
雑
一
云
女
の
お
も
ひ
に
侍
り
け
る
こ
ろ
さ
か
の

院
へ
ま
ゐ
り
」
け
る
に
色
つ
き
わ
た
れ
る
梢
を
見
て
苔
の
こ
ろ
も
の
右
大
将
小
倉
山
ミ
ね
の
も
ミ
ち
は
い
ろ
」
つ
き
ぬ
な
け
き
の
ミ
こ

そ
と
ぎ
は
な
り
け
り
と
見
え
た
り
上
の
う
た
〈
此
物
語
の
第
三
廷
」
次
の
う
た
も
同
巻
越
ハ
に
見
え
た
り
物
語
中
の
う
た
す
へ
て
九
十

以
下
、
各
本
の
書
誌
を
略
記
し
て
お
こ
う
。

伽
黒
川
文
庫
・
黒
川
春
村
害
入
五
冊
本
文
庫
目
録
番
号
コ
ニ
八
」
。
以
下
「
春
村
害
入
本
」
と
仮
称
す
る
。

空
色
紙
表
紙
、
寸
法
・
縦
二
七
・
三
糎
、
横
一
八
・
八
糎
。
中
央
に
冑
墨
流
の
題
篭
（
一
八
・
五
糎
×
四
・
一
糎
）
に
外
題
を
墨
書
、
「
苔

衣
こ
「
こ
け
乱
ろ
も
二
」
「
古
計
五
呂
毛
三
」
「
よ
↑
こ
ろ
も
四
」
「
苔
衣
五
終
」
。
第
一
冊
の
み
右
上
端
に
丸
に
「
物
語
」

の
朱
印
、
「
春
村
害
入
本
」
と
朱
書
し
、
さ
ら
に
右
下
端
に
も
「
共
五
冊
十
七
」
（
「
十
七
」
は
墨
書
）
と
朱
書
す
る
。
内
題
は
各
冊
な
く
、
第

一
冊
・
第
三
冊
見
返
し
（
本
文
共
紙
）
が
剥
離
し
て
遊
紙
化
し
た
オ
モ
テ
左
上
端
に
小
字
で
「
苔
衣
こ
「
苔
衣
三
」
と
の
墨
書
が
あ
る
。

一
冊
・
第
三
冊
見
返
、

料
紙
は
楮
、
袋
綴
。

墨
付
、
第
一
冊
よ
鯛

本
の
中
で
も
微
小
な
が
ら
も
位
置
を
占
め
る
た
め
に
付
言
し
て
お
く
。
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が
上
流
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

比
較
対
照
の
便
に
、
い
ま
系
両

（
・
点
Ｉ
朱
）
一
程
に
先
帝
と
ミ
ゆ

九
首
標
↑
蔀
軒
勃
密
葬
仁
蔀
首
」
癖
淫
封
籠
あ
る
を
風
葉
に
〈
た
具
二
首
を
載
た
り
さ
て
此
物
語
を
苔
の
衣
と
い
ふ
〈
巻
一
巻
に
」
逢
て
の
恋
も

あ
は
ぬ
な
け
き
も
人
の
世
に
く
さ
ま
，
Ｉ
、
の
お
ほ
か
な
る
中
に
苔
の
衣
の
御
な
か
ら
ひ
は
か
り
」
あ
か
ぬ
わ
か
れ
ま
て
た
め
し
な
く
あ

は
れ
な
る
事
ハ
な
か
り
け
り
叉
巻
一
豆
十
六
に
山
お
ろ
し
の
け
は
し
き
に
」
苔
を
こ
ろ
も
と
し
て
風
を
ふ
せ
き
て
の
ミ
過
侍
る
云
々
綾
羅
錦

繍
に
も
苔
の
衣
草
の
ま
く
ら
ハ
こ
よ
な
く
」
か
へ
ま
さ
り
に
侍
り
ぬ
へ
け
れ
〈
菜
つ
ミ
水
く
ミ
て
も
か
の
世
界
へ
参
り
侍
ら
ん
こ
そ
年
こ

ろ
の
ね
か
ひ
に
て
」
侍
ら
め
と
て
い
と
く
ち
を
し
く
お
ほ
し
た
る
御
け
し
き
く
い
ひ
し
ら
す
め
て
た
く
見
奉
れ
〈
れ
い
の
さ
ほ
う
一
こ
と

り
ま
か
な
ひ
て
や
つ
し
は
て
給
ひ
ぬ
れ
〈
し
う
せ
ん
の
こ
け
の
衣
き
給
ふ
と
て
色
々
に
た
も
と
を
」
今
〈
と
て
苔
の
こ
ろ
も
に
た
ち
そ
か

へ
つ
る
と
そ
な
か
め
ら
れ
給
ふ
云
々
と
あ
る
に
よ
れ
り
既
に
」
い
へ
る
こ
と
く
詞
つ
か
ひ
な
と
〈
無
下
に
後
さ
ま
な
る
と
こ
ろ
ノ
ー
も
見

ゆ
れ
と
さ
〈
い
へ
と
一
部
の
作
意
ご
頗
あ
は
れ
に
か
け
り
し
も
の
な
り
さ
て
系
図
を
も
お
る
ｊ
、
し
る
し
い
ふ
へ
し

以
下
、
一
丁
ゥ
ラ
か
ら
二
丁
ウ
ラ
に
か
け
て
系
図
を
付
し
、
系
図
末
尾
に
「
右
〈
一
読
の
つ
い
て
に
大
概
を
し
る
せ
る
な
れ
ハ
猶
不
審
の
す

ち
ｊ
、
お
ほ
か
り
他
日
な
ほ
再
考
／
芳
蘭
（
花
押
）
」
と
い
う
注
記
を
す
る
（
「
芳
蘭
」
は
春
村
の
号
）
。
こ
の
系
図
は
『
尊
経
閣
叢
刊
』
の
解
説

に
あ
る
系
図
と
同
じ
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
帝
国
図
書
館
蔵
本
の
害
入
そ
の
他
を
参
考
」
し
た
由
で
あ
り
、
現
国
会
図
書
館
蔵
の
一
○
冊
本
を

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
写
と
す
る
奥
書
に
従
え
ば
、
春
村
の
晩
年
（
慶
応
二
年
・
一
八
六
六
）
と
相
前
後
す
る
も
の
の
、
お
そ
ら
く
該
本

（
・
点
Ｉ
朱
）

。
ｌ
朱
雀
院

’
’
一
世
源

一
存
に
ミ
ゆ

氏
Ｉ

一
淨
朱
雀
院
と
ミ
ゆ

い
ま
系
図
の
一

部
を
掲
げ
て
お
こ
う
。一

崔
当
今
と
ミ
ゆ
一
計
四
御
譲
位

’
冷
泉
院

一
冬
に
ミ
ゆ
五
郵
一
叺
道
弛
姫
鱈
腱
峠
ゆ

女
一
宮
又
莞
し
給
ふ
と
ミ
ゅ

一
一
霊
嵯
峨
院
へ
遷
り
給
ふ

’
三
條
院

五一

左冊左六
一御
御母
讓 関一
位白右冊
と御四
き妹御
こと 談
ゆ お位

ぽ
し

二
一
東
宮
と
ミ
ゆ
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以
上
、
一
丁
ウ
ラ
の
分
を
掲
げ
て
み
た
。

’
１
右
大
臣
壹
缶
大
納
言
と
ミ
ゆ
任
三
位
中
将
の
時
よ
り
内
大
臣
三
君
に
住
給
ふ

一
計
一
任
右
大
将
一
都
七
任
内
大
臣
二
麺
ハ
右
大
臣
三
動
莞
給
ふ

（
、
朱
点
ミ
セ
ヶ
チ
）

Ｉ
内
大
典
蕊
師
號
議
と
噂

一
二
五
宝
何
日
Ｊ
誕
ヨ
レ
ー
『
、
、
恥
斐

｜
ｌ
中
君
一
計
一
式
部
卿
宮
北
方
王
右
爵
満
点

ノ

ー
三
君
一
在
源
大
納
言
北
方
東
院
御
方
と
聞
ゅ
（
・
点
ｌ
朱
）
一
暹
故
中
務
卿
宮
と
ミ
ゅ

．
Ｉ
中
務
卿
宮

姫 中権
君 納大

＝ 納
右十右九一口＝

撮
ふふふふ冨脊

ミゆ
ゆ

’
１
兵
部
卿
宮
ｌ
腫
着
螺
俸
維
蓄
瀝
‐

ｆ
Ｌ

－
識
ナ
に
ミ
ゆ
前
斎
院
と
ミ
ゆ

’
四
君
四
錘
式
部
卿
宮
の
う
へ
の
対
君

四
麺
お
と
り
腹
と
ミ
《
ゆ
給
ふ

此
宮
達
朱
雀
院
皇
子
欺

｜

二
計
二
降
誕
一
一

兵
部
卿
宮
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

御
母
同
上
四
罎
兵
部
卿
宮
と

五
割
莞
給
ふ

ｌ
当
今
局
縢
Ｌ

一
一
暹
御
元
服

し
一
麺
御
母
関
白
姫
君

部
四
東
宮
に
立
給
ふ

五
計
一
御
即
位

垂
御
着
袴
四
毎
御
元
服

申
す
四
卦
四
式
部
卿
宮
姫
君
に
通
給
ふ

ｌ
姫
宮

一
敬
一
源
中
将
通
給
ふ

一
垂
宰
相
中
将
と
ミ
ゆ
二
割
一
宰
相
に
任
給
ふ

‐
Ｊ
１
中
納
一
一
一
戸

と
ミ
ゆ
下
蕃
一
対
七
壬
巾
油
言

｜
’

東 姫
宮君
五四一四

一五五出

立降源御家

左冊右廿右十右三

坊蕊蝿囎

罵|韓‘
の御

1

1

と
ミ
ゆ
不
審
一
都
七
任
中
納
言

ｌ
姫
講
一
許
喜

関
白
北
方

一
壼
源
内
大
臣

ｌ
中
君
北
方
こ
西
院

一
計
七
う
せ
給
ふ

御
母
女
御
右
大
将
入
道
御
女

｜

’

｜
’

ｌ
皇
子
畠
一
御
誕
生

｜

’
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と
い
う
校
合
本
奥
書
を
記
す
。
『
尊
経
閣
叢
刊
』
の
解
説
で
は
諸
本
を
四
巻
本
・
五
巻
本
の
二
系
統
に
大
別
し
、
五
巻
本
と
し
て
「
黒
川
真
頼

氏
旧
蔵
本
」
「
佐
佐
木
信
綱
氏
蔵
本
」
「
帝
国
図
書
館
蔵
本
」
「
彰
考
館
蔵
本
」
「
山
岸
徳
平
氏
蔵
本
」
の
五
本
を
挙
げ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
伝
流
上
か
な
り
近
し
い
関
係
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彰
考
館
本
は
戦
火
に
罹
災
し
て
現
存
せ
ず
、
佐
佐
木
信
綱
蔵
の
い
わ
ゆ
る
竹
柏
園

本
も
行
方
が
不
明
の
ご
と
く
だ
が
、
上
記
の
『
尊
経
閣
叢
刊
』
解
説
に
よ
れ
ば
、

奥
書
に
よ
れ
ば
藤
尾
景
秀
な
る
人
が
黒
川
春
村
所
蔵
の
本
を
以
て
書
写
し
、
後
塙
家
所
蔵
の
本
（
上
田
万
年
蔵
本
と
は
別
の
本
）
を
以
て

校
合
し
た
も
の
。
塙
本
は
四
冊
の
本
で
そ
の
奥
書
は
、

右
四
冊
正
敷
元
本
令
借
之
写
之
畢
不
可
有
他
見
者
也

と
あ
る
。
塙
本
校
合
は
竹
柏
園
本
の
段
階
で
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
竹
柏
園
本
は
既
に
校
合
さ
れ
た
春
村
害
入
本
を
奥
書
ご
と
書
写
し
た

の
で
あ
り
、
春
村
害
入
本
が
親
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

そ
の
他
該
本
に
直
接
関
わ
る
識
語
等
は
見
え
な
い
が
、
各
冊
末
尾
に
細
字
で
そ
の
冊
内
の
歌
数
を
記
す
。
こ
れ
も
第
一
冊
よ
り
順
に
挙
げ
れ

ば
、
第
一
冊
五
一
丁
オ
モ
テ
最
終
行
下
端
に
「
歌
員
十
九
首
」
、
第
二
冊
四
七
丁
オ
モ
テ
「
歌
員
十
七
首
」
、
第
三
冊
六
二
丁
ウ
ラ
「
歌
員
三
十

六
首
」
、
第
四
冊
四
一
丁
ウ
ラ
「
歌
員
十
一
首
‐
」
、
第
五
冊
四
○
丁
オ
モ
テ
「
歌
員
十
六
首
／
惣
計
九
十
九
首
」
と
あ
る
。
本
文
中
、
和
歌
は
一

孝
争
た
、

校
合
本

塙
氏
蔵
書
奥
書

右
四
冊
正
敷
元
本
令
借
之

写
之
畢
不
可
有
他
見
者
也

天
和
元
年
仲
秋
吉
日

第
五
冊
・
三
九
丁
オ
モ
テ
左
上
端
に
貼
紙
し
て
、

天
和
元
年
仲
秋
吉
日
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右
下
端
に
単
枠
長
方
「
黒
川
真
頼
圭

に
「
筒
井
蔵
書
」
の
朱
円
印
あ
り
。

こ
と
に
す
る
。

和
歌
は
一
行
二
字
下
げ
に
し
て
地
の
文
に
続
け
書
き
に
す
る
。
朱
筆
の
書
入
は
少
な
く
（
全
六
例
。
巻
一
、
五
オ
③
④
行
目
の
合
点
・
区
切

れ
記
号
、
九
ゥ
⑧
「
い
か
な
る
き
よ
く
」
の
「
く
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
に
し
て
「
ら
」
と
振
る
、
巻
四
、
三
七
オ
①
行
頭
に
．
本
み
や
云
々
／
ヨ

リ
五
巻
ト
ス
」
と
割
注
二
行
書
、
同
行
に
段
落
の
区
切
れ
記
号
）
、
墨
に
よ
る
ミ
セ
ヶ
チ
・
修
正
箇
所
は
多
い
。
ま
た
、
小
紙
片
を
本
文
の
脇

に
貼
付
し
て
修
正
部
分
を
示
す
方
法
を
採
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。
以
下
、
そ
の
実
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
な
お
、
剥
離
し
て
丁
の
間
に
挟
ま

っ
て
い
る
例
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
本
来
貼
付
さ
れ
て
い
た
と
お
ぽ
し
き
部
分
が
判
断
で
き
る
場
合
に
は
、
し
か
る
べ
き
位
置
を
示
し
て
お
く

墨
付
は
、
第
一
巻
・
五
二
丁
（
そ
の
他
に
首
遊
紙
二
、
尾
遊
紙
一
）
、
第
二
巻
・
四
八
（
首
遊
紙
一
、
尾
遊
紙
一
）
、
第
三
巻
・
五
九
（
首
遊

紙
一
、
尾
遊
紙
二
）
、
第
四
巻
・
七
○
（
首
遊
紙
一
、
尾
遊
紙
一
）
。
た
だ
し
遊
紙
と
し
た
も
の
の
多
く
は
、
表
紙
に
貼
付
し
た
見
返
し
用
紙
の

剥
離
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
無
辺
無
界
、
一
面
十
行
に
書
く
。
朱
筆
・
墨
の
書
入
れ
・
《
、
、
セ
ヶ
チ
な
ど
あ
り
。
各
冊
巻
首
第
一
丁
オ
モ
テ

右
下
端
に
単
枠
長
方
「
黒
川
真
頼
蔵
書
」
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
、
丸
形
印
「
黒
川
／
真
頼
」
な
ど
の
朱
印
あ
り
。
第
四
巻
裏
表
紙
見
返
し
左
下
端

行
二
字
下
げ
に
し
て
地
の
文
に
続
け
書
き
に
す
る
。

②
黒
川
文
庫
・
「
こ
け
乃
衣
」
四
冊
本
文
庫
目
録
番
号
コ
ニ
九
」
。
便
宜
「
黒
川
四
冊
本
」
と
仮
称
す
る
。

第
一
・
二
巻
は
打
曇
り
に
唐
獅
子
に
石
橋
と
「
石
橋
」
の
散
ら
し
文
字
表
紙
、
第
三
巻
は
打
曇
り
に
千
鳥
・
若
松
文
表
紙
（
裏
表
紙
に
は
五

七
桐
も
）
、
第
四
巻
は
打
曇
り
に
菊
花
・
五
七
桐
・
桜
花
並
び
文
表
紙
。
寸
法
、
縦
二
六
・
○
糎
、
横
一
九
・
五
糎
。
中
央
に
金
銀
箔
散
ら
し

の
題
簸
（
一
三
・
六
糎
×
三
・
一
糎
）
に
外
題
を
墨
書
、
「
こ
け
乃
衣
一
（
～
四
）
」
。
第
一
巻
右
上
端
に
丸
に
「
物
語
」
の
朱
印
、
「
異
本
」

と
朱
書
す
る
。
内
題
は
各
巻
な
し
。

と
朱
書
す
る
。
内
題
哩

料
紙
は
楮
、
袋
綴
。

T、信
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〔
第
二
巻
〕

〔
第
一
巻
〕

〔
第
三
巻
〕

Ⅳ
五
ゥ
④

焔
八
オ
⑤

ｕ
三
ウ
⑨

理
五
ウ
⑤

昭
二
一
オ
⑩

10

回

１
一
七
ゥ
④
な
つ
か
し
き
か
な
と
ひ
と
り
う
ち
て
：
！
・

悶
悶
Ⅵ
Ｎ
’

２
二
○
ゥ
⑨
ひ
と
ｊ
く
～
に
か
つ
け
物
し
な
く
な
り
：
…
・

一
円
回
一

３
三
四
オ
⑦
さ
い
ゐ
ん
の
上
営
の
春
の
こ
ろ
よ
り
：
：
：

岡
旧
凶
例
洞
一

４
三
四
オ
③
れ
い
の
御
事
に
や
と
お
ほ
か
す
さ
は
な
く
て

回

５
三
六
オ
⑥
お
ほ
つ
か
な
く
て
す
坐
し
つ
ら
ん
よ
と
・
・
…

１
オ
⑦

因

ね
ひ
と
入
の
ふ
に
し
た
ま
ひ
て

伝
卜
ｒ
ト
ト
区
（
剥
離
）

き
ん
た
ち
の
は
上
／
と
も
ら
う
た
け
に
：
．

｜
ゆ
坐
一

け
い
し
給
ま
こ
と
に
ゆ
る
し
と
お
ほ
し
た
る

回
Ｍ
Ｎ
Ⅲ
口

内
に
も
な
を
と
く
と
と
ま
い
ら
せ
へ
き
よ
し

－
た
わ
一

つ
か
う
ま
つ
り
つ
る
に
た
り
ふ
れ
に
て
…
・
・
・

｜
と
は
一

の
た
ま
ひ
た
る
に
あ
し
た
と
の
な
け
れ
と

一
，
：
一
厩
隆
（
、
‐
，
‐
，
ぼ
剥
離
の
痕
）

６
三
八
オ
④
み
た
ま
ふ
に
弓
の
心
ち
し
…
…

’
た
ゑ
ま
も
一

７
四
○
オ
⑦
こ
の
程
の
た
ま
へ
も
さ
す
か
に
．
…
：

｜
ひ
き
合
た
る
一

８
四
六
オ
②
お
か
し
く
ひ
た
い
た
る
中
に
…
・
・
・

９
二
四
ウ
ー
二
五
オ
｜
な
っ
か
た
一
（
剥
離
）

1 6 1 5 1 4

三二二

二六四
オオウ

①⑦④

201 9

四一
三一

ウオ

④⑩

｜
ｏ
今
し
一

…
な
り
て
／
は
し
も
か
け
と
坐
め

一
国

ふ
き
た
ま
へ
る
／
千
よ
り
〈
し
め
て

図
Ⅲ
凶

き
し
に
も
た
か
ひ
て
：
．
…

｜
・
宮
一

承
か
と
わ
た
ら
せ
た
ま
へ
〈
さ
う
の
こ
と

画

い
と
Ｌ
な
に
人
な
ら
さ
ま
む
と
…
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ょ
う
に
、
ほ
ぼ
妥
叩

後
に
検
討
し
た
い
。

以
上
、
紙
片
の
貼
付
に
よ
る
本
文
修
正
箇
所
は
三
○
。
直
接
の
害
入
な
ど
を
含
め
れ
ば
、
稿
者
の
数
え
る
と
こ
ろ
で
は
お
お
よ
そ
一
七
九
箇

所
に
及
び
、
例
え
ば
、
第
一
巻
五
丁
ウ
ラ
８
行
目
「
殿
は
か
り
な
く
」
は
、
「
か
」
の
上
に
「
Ｃ
を
重
ね
書
き
し
て
さ
ら
に
右
に
叉
」
を

傍
害
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
巻
二
五
丁
オ
モ
テ
４
行
目
「
上
も
頓
而
さ
ま
か
へ
給
ふ
わ
く
か
た
な
く
て
」
の
「
給
」
は
、
も
と
も
と
「
そ
」
と

あ
っ
た
の
を
鋭
利
な
刃
物
で
紙
面
を
削
り
取
り
、
そ
の
上
に
「
給
」
と
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
そ
の
懇
切
な
態
度
に
表
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
ほ
ぼ
妥
当
な
修
正
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
文
は
穂
久
邇
文
庫
本
の
系
統
に
属
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、

③
常
磐
松
文
庫
・
－
冊
零
本
整
理
番
号
「
五
九
二
一
六
」
。
以
下
「
常
磐
松
本
」
と
仮
称
す
る
。

朽
葉
色
布
目
紙
表
紙
、
寸
法
、
縦
三
一
・
○
糎
、
横
二
○
・
七
糎
。
中
央
に
題
叢
（
二
○
・
三
糎
×
三
・
八
糎
）
を
貼
付
し
外
題
を
墨
書
、

「
こ
け
こ
ろ
も
↓
一
二
」
。
虫
損
・
湿
汚
の
痕
が
あ
る
。
内
題
な
し
。

料
紙
は
楮
、
袋
綴
。

詔
五
一

〔
第
四
巻
〕

記
一
五
ゥ
⑥
ま
さ
る
つ
く
も
な
き
御
気
し
き

oワ
ーI 躯

五
○
ウ
④
お
ひ
へ
て
ミ
ち
お
と
ろ
き
給
ひ
て

一
Ｎ
｜

鍋
五
一
オ
②
う
ち
な
か
れ
ぬ
程
も
人
ぬ
れ
ハ
・
・
．

虹
四
六
ウ
②

－
０
ふ
一

三
ゥ
⑨
し
き
／
き
や
う
の
ミ
や
の
う

園

す
ま
ひ
に
て
い
ゑ
ミ
／
た
て
ま
つ
る
ま
し

｜
Ｈ
’

回

、
声
」

－
１

鋤
四
○
ウ
ー
四
一
オ
ｎ
Ｍ
Ｈ
Ｕ
（
剥
離
） ’

。
ま
こ
と
に
一
（
剥
離
）

羽
六
○
ウ
③
か
た
ら
ひ
た
ま
ふ
に
よ
わ
く
な
り
は
て
…

妬
妬
四
九
ウ
ー
五
○
オ

型
五
五
オ
④

｜
か
り
一

い
つ
ノ
、
へ
も
ま
ち
な
ん

1
ぬ

、
Ⅱ
リ
グ
仁
Ｅ
／

戸
与
小
前
部
」

－1ワワー
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墨
付
、
六
八
丁
。
但
し
、
三
五
丁
ウ
ラ
７
行
目
ま
で
巻
一
相
当
の
本
文
を
記
し
た
の
ち
空
白
に
し
、
次
の
三
六
丁
を
表
裏
と
も
白
紙
の
ま
ま

と
し
、
三
七
丁
よ
り
「
と
の
上
中
納
言
内
へ
ま
い
り
給
へ
る
に
…
」
と
第
二
巻
冒
頭
本
文
を
書
き
出
す
。
首
遊
紙
・
尾
遊
紙
各
一
丁
を
有
す
。

無
辺
無
界
、
一
面
十
二
行
に
書
く
。
墨
の
書
き
入
れ
・
ミ
セ
ヶ
チ
な
ど
あ
る
が
、
朱
書
。
貼
紙
な
し
。
首
遊
紙
オ
モ
テ
右
上
に
単
郭
方
形
陽
刻

「
芸
叢
／
之
印
」
の
朱
印
。
一
丁
オ
モ
テ
右
下
に
単
郭
長
方
陽
刻
「
三
柚
書
屋
」
の
朱
印
。
六
八
丁
ゥ
ラ
の
本
文
末
尾
、
左
下
に
菱
形
陰
刻
の

「
芸
／
叢
‐
｜
の
朱
印
、
方
形
陽
刻
「
豊
蔀
／
家
庫
」
の
朱
印
あ
り
。
奥
書
等
な
し
。

和
歌
は
一
行
二
字
下
げ
に
し
て
ほ
ぼ
書
き
終
え
る
が
、
地
の
文
に
続
け
書
き
す
る
こ
と
も
あ
る
。
朱
書
は
な
い
が
、
墨
に
よ
る
修
正
・
補
入

が
あ
る
。
修
正
箇
所
の
多
く
は
、
鋭
利
な
刃
物
で
誤
記
部
分
を
削
り
取
り
、
そ
の
上
に
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
以
下
に
そ
の
実
例
を
目
に
入
る

限
り
挙
げ
て
お
こ
う
。

①
四
オ
①
僧
と
も
に
御
い
／
の
り
の
事
：
・
・
．
（
「
と
（
も
）
」
ヲ
削
り
「
僧
と
（
も
）
」
ヲ
重
ネ
書
キ
ス
ル
）

②
四
ウ
⑧
姫
君
の
御
は
か
ま
き
（
「
に
」
ノ
上
二
「
の
〈
字
母
・
濃
〉
」
ナ
ゾ
リ
害
キ
）

③
五
オ
⑪
あ
な
つ
ら
ハ
し
か
ら
す
（
「
ら
」
ノ
上
二
「
な
く
字
母
・
那
〉
」
ナ
ゾ
リ
書
キ
）

④
六
オ
⑥
お
は
す
る
を
こ
‐
坐
る
も
と
な
く
：
．
…
（
「
る
く
字
母
・
類
〉
」
ヲ
削
り
「
す
〈
字
母
・
須
〉
」
ヲ
重
ネ
書
キ
）

⑥
九
ウ
⑦
殿
の
う
へ
も
聞
給
ひ
て
：
：
：
（
「
ふ
」
ト
書
キ
サ
シ
テ
「
ひ
」
ト
ナ
ゾ
リ
害
キ
）

⑥
ニ
オ
⑩
さ
て
の
ミ
す
ぎ
給
へ
は
僧
と
も
・
上
・
…
：
（
「
ふ
」
ヲ
削
り
「
へ
」
ヲ
重
ネ
書
キ
）

⑦
一
二
ウ
⑦
か
し
つ
き
給
は
か
な
く
，
…
：
（
「
へ
る
」
ヲ
削
り
「
は
」
ヲ
重
ネ
言
キ
）

に

⑧
二
三
オ
③
ょ
所
の
ミ
お
も
ひ
し
物
を
あ
か
つ
き
の
…
…

側
二
三
オ
⑥
御
つ
か
ひ
の
禄
な
と
め
や
す
き
さ
ま
也
（
「
け
」
ヲ
削
り
「
と
〈
字
母
・
登
〉
」
ヲ
重
ネ
言
キ
）

⑩
二
四
ゥ
④
い
わ
け
な
き
程
な
れ
と
…
．
：
（
「
に
」
ヲ
削
り
「
な
」
ヲ
重
ネ
害
キ
）
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実践女子大学図書館蔵『苔の衣』（五本）三十三

仰
山
岸
文
庫

本
」
と
仮
称
す
る
。

墨
付
、
六
○
丁
。
印
記
は
一
丁
オ
モ
テ
左
下
に
「
山
岸
文
庫
」
の
長
方
朱
印
。
但
し
右
上
に
親
本
の
印
記
に
か
た
ど
り
、
「
帝
室
／
圖
害
」

と
朱
書
す
る
。
五
八
丁
ウ
ラ
の
本
文
末
尾
に
「
岸
廼
舎
蔵
」
の
複
枠
長
方
六
角
朱
印
。
巻
一
の
み
の
零
本
で
あ
る
書
陵
部
現
蔵
本
の
手
写
本
で

あ
る
。
巻
末
に
山
岸
氏
の
奥
書
・
識
語
が
あ
る
。

緤
色
紙
表
紙
、
寸
法
、
縦
二
四
。
五
糎
、
横
一
六
・
七
糎
。
左
肩
に
双
辺
の
刷
り
題
篭
（
一
七
・
○
糎
×
三
・
五
糎
）
を
貼
付
し
、
「
こ
け

衣
全
」
と
外
題
を
墨
書
す
る
。
内
題
な
し
。

ひ
イ

⑪
二
八
オ
⑨
雪
と
ふ
る
こ
生
ろ
は
し
ら
す
と
〈
て
の
ミ
過
る
た
へ
ま
は
．
．
…

⑫
二
九
オ
③
・
ひ
め
君
〈
ち
い
さ
き
：
…
．
（
「
姫
」
ヲ
削
り
「
君
」
ヲ
重
ネ
言
キ
）

ｏ
お
ろ
か
に
〈

⑬
三
○
ウ
③
め
つ
ら
し
さ
に
は
。
を
ほ
さ
れ
ん
や
ハ
：
。
…

を

⑭
三
二
オ
②
…
…
へ
く
や
有
と
て
や
・
ら
い
り
て
：
：
。
．

⑮
三
二
オ
③
き
こ
ゆ
れ
は
お
ほ
つ
か
な
く
て
・
…
．
．
（
「
か
」
ヲ
削
り
「
つ
か
」
ヲ
重
ネ
書
キ
）

⑯
四
一
ゥ
⑩
…
…
せ
さ
せ
給
ひ
て
・
…
：
（
「
ゐ
」
ノ
上
二
「
給
〈
勺
〉
」
ト
ナ
ゾ
リ
書
キ
）

⑰
四
三
オ
⑪
な
へ
て
な
ら
い
す
ミ
つ
き
筆
の
・
・
…
．
（
「
な
た
」
ノ
「
た
」
ノ
ー
筆
目
ノ
上
二
「
ぬ
〈
字
母
・
怒
〉
」
ヲ
重
ネ
害
キ
）

⑱
五
一
オ
⑦
誠
に
か
な
ひ
か
た
く
お
ほ
さ
れ
。
：
…
（
「
か
ね
」
ト
書
キ
サ
シ
テ
削
り
「
か
た
」
卜
重
ネ
書
キ
）

そ
の
他
、
濁
点
の
例
も
い
く
つ
か
見
え
る
が
近
世
の
写
本
と
し
て
は
特
筆
す
る
必
要
も
あ
る
ま
い
。
本
文
は
前
田
本
系
統
に
属
す
る
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
れ
も
一
括
し
て
後
に
検
討
し
た
い
。

仰
山
岸
文
庫
・
「
こ
け
衣
全
」
一
冊
文
庫
リ
ス
ト
番
号
「
三
三
三
一
」
・
文
庫
登
録
番
号
「
一
九
六
二
二
」
。
便
宜
「
山
岸
文
庫
一
冊

料
紙
は
楮
、
袋
綴
。
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奥
云

右
四
冊
正
敷
元
本
令
借
之
嶌
之
早
不
可
有
他
見
者
也

天
和
元
年
仲
秋
吉
日
」
（
六
○
オ
）

和
歌
は
二
字
下
げ
二
行
書
き
、
二
行
目
を
さ
ら
に
半
字
分
ほ
ど
下
げ
る
。
上
欄
外
、
細
字
の
書
込
若
干
あ
り
。
本
文
の
修
正
・
傍
書
・
袖
入

な
ど
も
巻
頭
付
近
に
わ
ず
か
に
見
え
る
。
本
文
は
前
田
本
系
統
に
属
す
る
。

⑤
山
岸
文
庫
・
「
苔
の
衣
」
四
冊
本
文
庫
リ
ス
ト
番
号
「
三
三
三
二
」
・
文
庫
登
録
番
号
「
一
九
六
二
三
～
一
九
六
二
六
」
。
い
ま
便
宜

的
に
「
山
岸
文
庫
四
冊
本
」
と
仮
称
す
る
。

渋
引
表
紙
、
寸
法
、
縦
二
七
・
三
糎
、
横
一
九
・
六
糎
。
左
肩
に
双
辺
の
刷
り
題
篭
（
一
八
・
六
糎
×
三
・
九
糎
）
を
貼
付
、
第
一
巻
か
ら

順
に
「
苔
の
衣
春
」
「
こ
け
の
衣
夏
」
「
苔
の
衣
秋
」
「
あ
け
の
衣
冬
」
と
外
題
を
墨
書
す
る
。
各
巻
扉
あ
り
、
そ
の
中
央
に
内
題

を
記
す
。
こ
れ
も
第
一
巻
か
ら
順
に
「
よ
け
の
衣
春
」
「
融
け
の
衣
夏
」
「
苔
の
衣
秋
」
「
よ
け
の
衣
冬
」
。

苔
衣
四
巻

本
書
其
第
一
巻
也

内
閣
文
庫
本
二
部

大
正
十
四
年
十
月
三
日
高
野
孫
三
郎
氏

於
鎌
倉
害
嶌
畢

原
本
宮
内
省
圖
吾
寮
藏
惠
本
也

岸
廼
舎
記

一
、
昌
平
坂
学
問
所
本
二
冊
巻
二
、
三
欠

二
、
和
学
識
談
所
本
二
冊
春
夏
秋
冬

」
（
五
九
ウ
）
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尖践女子大学図書館蔵『苔の衣』（五本）三十三

さ
て
、
以
上
の
書
誌
的
事
項
の
中
に
、
行
文
の
都
合
上
す
で
に
本
文
系
統
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
一
括
し
て
実
践
女
子
大
学
の

所
蔵
本
の
本
文
を
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。
な
お
、
山
岸
文
庫
の
二
本
は
現
写
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
親
本
が
そ
れ
ぞ
れ
現

料
紙
は
斐
、
袋
綴
。

墨
付
は
、
春
・
五
Ｌ

題
篭
の
右
上
端
、
扉
（

岸
氏
の
識
語
が
あ
る
。

苔
乃
衣
四
巻天

和
元
年
仲
秋
吉
日

和
歌
は
二
字
下
げ
二
行
書
き
、
二
行

Ⅲ
田
本
系
統
に
属
す
る
。
虫
損
の
痕
ま

内
閣
文
庫
本

一
、
林
家
旧
藏
本
二
冊
巻
上
之
末
、
下
之
本
欠
巻
也

二
、
和
学
講
談
所
本
二
冊

乃
衣
四
巻
以
東
京
文
理
大
藏
本
令
書
真

夏
冬
二
冊
黄
鐘
中
院
嶌
了
春
秋
二
冊
同
下
院

写
了右

四
冊
正
敷
元
本
令
借
之
嶌
之
不
可
有
他
見
者
也

奥
云

五
七
（
尾
遊
紙
一
）
、
夏
．
五
○
（
尾
遊
紙
一
）
、
秋
．
六
六
（
尾
遊
紙
三
）
、
冬
．
七
四
（
尾
遊
紙
一
）
、
各
冊
に
扉
紙
一
・

扉
の
右
裾
に
「
山
岸
文
庫
」
の
朱
印
が
あ
る
。
書
入
な
ど
朱
筆
は
春
・
夏
の
二
巻
、
秋
・
冬
は
墨
書
の
み
。
冬
の
巻
末
に
山

書
き
、
二
行
目
を
さ
ら
に
一
宇
ほ
ど
下
げ
る
。
識
語
に
あ
る
ご
と
く
「
東
京
文
理
大
藏
本
」
の
写
で
あ
り
、
本
文
は

虫
損
の
痕
ま
で
写
し
と
ど
め
た
丹
念
な
仕
事
ぶ
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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脚
Ⅱ
旦
仏
川
一
山
円
周
一
コ
毛
太
’
ヨ
臣
ノ
ゴ
判
」

「
春
村
書
入
本
」
の
よ
う
な
五
冊
本
が
四
冊
本
の
第
四
巻
を
二
分
割
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
異
論
は
な
い
。
四

冊
本
の
各
巻
の
末
尾
が
「
…
．
：
と
ぞ
」
と
い
う
形
式
で
統
一
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
該
本
巻
四
が
「
か
き
つ
む
る
そ
の
水
く
ぎ
を
見
る
た

ひ
に
お
き
所
な
く
か
な
し
さ
そ
ま
す
」
（
四
一
オ
ー
四
一
ウ
）
と
い
う
歌
で
ぶ
つ
つ
り
と
閉
じ
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
不
自
然
と
せ
ね
ば
な
る

ま
い
。
ま
た
、
五
冊
本
が
前
田
本
系
統
か
ら
派
生
し
た
形
態
で
あ
る
こ
と
も
す
で
に
評
価
が
定
ま
っ
て
お
り
、
該
本
も
そ
の
埒
外
に
出
る
も
の

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
巻
一
で
穂
久
邇
文
庫
本
・
前
田
本
と
対
比
し
た
も
の
を
表
示
し
て
承
よ
う
。
穂
久
邇
本
は
古
典
文
庫
の
翻
刻

存
し
て
い
る
の
で
、
今
回
の
検
討
か
ら
は
除
外
し
て
お
き
た
い
。

『
國
書
總
目
録
』
等
で
知
ら
れ
る
写
本
が
二
○
余
本
、
さ
ら
に
今
回
紹
介
に
及
ん
だ
実
践
女
子
大
学
藏
本
の
う
ち
「
常
磐
松
本
」
を
含
め
た

諸
本
が
現
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
訳
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
期
の
写
本
で
あ
り
、
ひ
と
り
穂
久
邇
文
庫
本
の
承
が
「
室
町
時
代
中
期
永

正
頃
の
書
写
」
（
古
典
文
庫
『
苔
衣
物
語
上
』
解
説
、
久
曽
神
昇
氏
）
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
残
り
の
本
の
中
で
も
比
較
的
古
い
と

看
倣
さ
れ
る
前
田
尊
経
閣
文
庫
本
と
併
せ
て
、
こ
れ
を
基
準
と
し
て
諸
本
の
系
統
分
類
が
な
さ
れ
て
き
た
。
か
つ
て
「
穂
久
邇
文
庫
本
な
る
も

の
は
、
前
田
本
系
の
本
文
に
注
釈
的
敷
桁
的
改
作
を
ほ
ど
こ
し
て
生
ま
れ
た
」
（
今
井
源
衛
氏
「
王
朝
物
語
の
終
焉
」
『
國
語
と
國
文
學
』
四

一
巻
一
○
号
、
一
九
五
四
・
一
○
）
と
評
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
近
年
で
は
「
前
者
（
穂
久
邇
文
庫
本
）
は
本
文
的
に
す
ぐ
れ
て
い
る
点
が

多
い
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
中
に
は
冗
長
に
引
き
延
ば
し
た
表
現
か
と
疑
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
近
世
の
写
本
の
大
部
分
は
後

者
（
前
田
本
）
の
本
文
を
有
し
て
お
り
、
前
者
に
く
ら
べ
て
本
文
節
略
の
傾
向
が
顕
著
で
は
あ
る
が
、
一
概
に
優
劣
を
定
め
が
た
い
と
こ
ろ
が

あ
る
」
（
市
古
貞
次
・
三
角
洋
一
両
氏
編
『
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
・
第
三
巻
』
笠
間
書
院
刊
）
と
い
う
慎
重
な
読
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
本
稿
も
ま
た
、
こ
れ
ら
通
説
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
の
二
系
統
分
類
に
従
う
（
巻
三
の
み
が
独
立
し
て
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
と
呼
称

す
る
続
群
書
類
従
本
な
ど
の
一
群
に
つ
い
て
は
、
当
面
こ
れ
を
除
外
す
る
）
。

す
る
続
群
書
類
従
本
な
ど
の
一
群
程

叩
黒
川
文
庫
「
春
村
害
入
本
」
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に
依
拠
し
つ
つ
、
異
本
の
校
合
は
省
略
す
る
。
前
田
本
は
読
点
を
補
い
、
黒
川
本
は
春
村
の
書
入
を
も
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

／､

三幸

衣
p－

Lゴ

ま
こ
と
や
く
は
ん
ば
く
殿
に
は
、
ひ
め
君

は
お
は
す
れ
ど
、
わ
か
君
は
お
は
せ
ざ
り

け
る
を
、
こ
上
ろ
も
と
な
く
お
ぽ
し
わ
た

（
ａ
）
‐

り
し
ほ
ど
に
、
た
ま
ひ
か
る
ぱ
か
り
の
わ

（
恥
Ｕ
）

か
君
、
い
ま
だ
ふ
た
ぱ
よ
り
さ
ま
こ
と
に

ひ
か
る
源
氏
の
ち
ご
お
ひ
も
こ
れ
ほ
ど
に

は
な
く
や
と
お
ぽ
ゆ
る
人
え
た
ま
ひ
て
、

ま
た
な
く
か
し
づ
き
給
さ
ま
、
こ
ち
た
き

（
Ｃ
）
ｌ

ま
で
な
り
。
北
の
方
こ
上
ろ
う
る
は
し
く

お
は
す
る
人
に
て
、
此
大
納
言
殿
の
う
へ

を
お
ろ
か
な
ら
ず
も
て
な
し
き
こ
え
給
へ

ぱ
、
よ
の
お
ぼ
え
も
ゆ
上
し
く
ぞ
お
は
す

る
。
か
く
て
殿
の
姫
君
八
に
成
給
へ
ぱ
、

な
つ
か
た
は
か
ま
ぎ
有
て
、
や
が
て
と
う

穂
久
邇
本

’
い
て
き
給
、
ま
た
ふ
た
は
よ
り
さ
ま
こ
と
に

光
源
氏
の
ち
こ
を
ひ
も
か
ほ
と
に
は
あ
ら
し

か
し
と
お
ほ
ゆ
る
人
え
た
ま
ひ
て
、

又
な
く
か
し
つ
き
給
さ
ま
、
こ
ち
た
き
ま
て

（
。
）

な
り
、
御
心
う
る
〈
し
く
お
は

す
る
人
さ
ま
に
て
、
此
大
納
言
殿
の
う
へ
と

も
を
ろ
か
な
ら
す
も
て
な
し
き
こ
え
た
ま
へ

は
、
よ
の
お
ほ
え
も
ゆ
坐
し
く
そ
お
は
す
る

か
く
て
と
の
上
ひ
め
ぎ
ミ
八
に
な
り
給
へ
は

此
夏
比
御
は
か
ま
き
あ
り
て
、
や
か
て
と
う

ま
こ
と
や
く
わ
ん
は
く
と
の
に
は
ひ
め
き
ぷ

は
お
は
す
れ
と
わ
か
き
ミ
の
お
は
せ
さ
り
け

る
を
』
（
３
ウ
）
こ
＆
ろ
も
と
な
く
お
ほ
し
わ

（
認
）
（
ｂ
）
Ｆ
脾

た
り
給
に
、
た
ま
も
は
か
り
の
わ
か
き
ミ
に

］
．
ｊ

ユ
別

田

本

は

ま
こ
と
や
、
関
白
殿
に
〈
、
姫
君
〈
お
わ
す

○

れ
と
、
わ
か
き
み
の
お
く
せ
さ
り
け
る
を
、

心
も
と
な
く
お
ほ
し
わ
た
り
給
ふ
に
、
た
ま

（
証
）
（
げ
）
．

も
は
か
り
の
わ
か
き
ゑ
そ
い
て
き
給
ふ
、
ま

た
ふ
た
葉
よ
り
さ
ま
こ
と
に
、
光
源
氏
の
ち

お
こ
を
ひ
も
、
か
ほ
と
に
く
あ
ら
し
か
し
と
お

○

ほ
ゆ
る
、
人
、
え
た
ま
ひ
て
、
又
な
く
か
し

つ
き
給
ふ
さ
ま
、
こ
ち
』
（
５
オ
）
た
き
ま
て

（
。
）

な
り
、
御
心
う
る
〈
し
く
お
ハ

す
る
人
さ
ま
に
て
、
こ
の
大
納
言
殿
の
う
へ

と
も
お
ろ
か
な
ら
す
も
て
な
し
聞
給
へ
〈
、

よ
の
お
ぼ
え
も
ゆ
上
し
く
そ
お
〈
す
る
、
か

く
て
と
の
坐
ひ
め
君
八
に
成
給
へ
〈
、
此
夏

頃
御
は
か
ま
き
あ
り
て
、
や
か
て
と
う
宮
へ

黒
川
文
庫
「
春
村
書
入
本
」
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そ
も
そ
も
穂
久
邇
文
庫
本
・
前
旧
本
の
両
系
統
と
も
さ
ほ
ど
本
文
に
相
違
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
右
表
で
両
系
統
の
差
異
の
状
態
を
推

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
相
違
点
を
（
ａ
）
か
ら
（
ｄ
）
ま
で
挙
げ
て
み
た
が
、
穂
久
邇
本
の
（
ａ
）
（
Ｃ
）
が
前
田
・
黒
川
の
両
本

に
な
く
、
ま
た
後
者
の
（
ｂ
）
（
ｄ
）
が
前
者
に
な
い
と
い
う
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
他
の
部
分
に
お
い
て
も
同
様
な
傾
向
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
冗
漫
に
な
る
の
を
避
け
て
別
の
箇
所
を
例
示
す
る
の
を
控
え
て
お
き
た
い
。
「
春
村
害
入
本
」
を
前
田
本
系
統
と

認
定
す
る
の
に
不
都
合
は
あ
る
ま
い
。
な
お
、
前
田
本
に
「
マ
マ
」
を
付
し
た
箇
所
は
単
純
な
誤
写
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。
同
系
統
の
内
閣

文
庫
藏
天
和
元
年
書
写
本
（
函
架
番
号
、
二
○
三
’
八
二
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
わ
か
君
そ
い
て
き
…
」
（
３
ウ
）
、
「
は
え
な
き
事
と
お
ほ
し

て
…
」
（
４
オ
）
と
あ
り
、
「
春
村
書
入
本
」
と
一
致
す
る
。

該
本
に
つ
い
て
も
如
上
の
ご
と
き
方
法
で
検
討
し
て
采
よ
う
。

巻
二
、
帝
は
故
西
院
の
上
の
姫
君
に
執
心
だ
が
、
な
か
な
か
入
内
が
実
現
し
な
い
の
に
業
を
煮
や
し
て
そ
の
兄
・
中
将
を
介
し
て
ひ
そ
か
に

歌
を
送
る
。
中
将
が
そ
の
文
を
も
た
ら
し
た
時
の
姫
君
の
状
況
を
描
く
場
面
で
あ
る
。

ぐ
う
へ
と
お
ぽ
し
め
す
。
大
な
ご
ん
殿
に

（
鄙
）

は
、ひ

め
君
の
お
は
せ
ぬ
こ
と
を
は
へ
な
く
お

ぼ
し
て
、
宮
の
御
か
た
ひ
と
り
ぐ
し
き
こ

え
て
石
山
へ
参
給
ふ
。
…
：
，
（
上
・
五
頁
）

②
黒
川
文
庫
「
黒
川
四
冊
本
」

ぐ
う
へ
と
お
ほ
し
」
（
４
オ
）
た
り
、
大
納
言

殿
に
は
、
わ
か
き
ミ
た
ち
〈
物
し
給
へ
と
、

ひ
め
き
ミ
の
お
は
せ
ぬ
こ
と
を
は
へ
な
き
こ

マ
マ

と
く
お
ほ
し
て
、
宮
の
御
か
た
ひ
と
り
く
し

き
こ
え
給
ふ
て
い
し
や
ま
へ
ま
い
り
給
、
…

（
ｄ
）

（
ｄ
）

と
お
ほ
し
た
り
、
大
納
言
に
〈
若
き
承
た
ち

ハ
物
し
給
へ
と
、
姫
き
ゑ
の
お
は
せ
ぬ
こ
と

窪
え

を
、
は
へ
な
き
こ
と
Ｌ
お
ほ
し
て
、
宮
の
御

○

ぐ
う

か
た
ひ
と
り
こ
し
き
こ
え
給
ふ
て
、
石
山
へ

○

○

ゐ
ま
い
り
給
ふ
、
…
…
』
（
５
ウ
）

○
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な
る
べ
く
異
同
の
大
き
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
ゑ
た
が
、
表
示
さ
れ
る
通
り
、
そ
の
相
違
は
一
目
瞭
然
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
穂
久
邇
本
と
黒

川
本
に
共
通
す
る
（
１
）
（
４
）
が
前
田
本
で
は
別
文
で
あ
り
、
前
二
者
が
有
す
る
（
２
）
を
後
者
は
な
く
、
後
者
に
見
え
る
（
３
）
（
５
）

戸､

ゴー

衣

LJ

お
ぼ
つ
か
な
げ
に
な
づ
ね
給
へ
ぱ
、
さ
き

の
さ
い
宮
よ
り
た
て
ま
つ
り
給
た
り
つ
る

に
こ
そ
。
あ
は
れ
に
む
か
し
の
御
ゆ
か
り

と
て
、
よ
く
つ
ね
に
申
し
か
よ
は
し
給
ふ

（
ｙ
）

に
、

（
Ⅲ
）し

き
し
の
ふ
象
の
す
■
り
の
か
た
は
ら
に

お
し
や
ら
れ
た
る
を
「
い
づ
ィ
、
よ
り
か
」
と

（
２
）つ

き
せ
ず
い
へ
る
も

あ
は
れ
な
り
。
（
上
・
九
一
～
二
頁
）

い
ま
す
こ
し
も
の
し
給
ざ
り
け
ん
」
と
、

「
し
た
し
き
御
よ
す
が
だ
に
な
ど
も

穗
久
邇
本

、
〃

（
４
）
Ｉ

、
０
Ｊ
〃

《
Ｆ
Ｄ
」

せ
す
い
へ
る
も

あ
は
れ
な
り
…
；
・
』
（
６
ウ
）

ほ
つ
か
な
け
に
尋
給
へ
は
、
さ
き
の
さ
い
宮

よ
り
た
て
ま
つ
り
給
た
り
つ
る
に
』
（
６
オ
）

こ
そ
、
あ
は
れ
に
む
か
し
の
御
ゆ
か
り
と
て

（
ｙ
）

よ
く
つ
ね
に
申
か
よ
〈
し
給
ふ
に
、

し
き
し
の
ふ
ミ
の
す
ユ
リ
の
か
た
〈
ら
に
お

（
２
）
’

し
や
ら
れ
た
る
を
「
い
つ
く
よ
り
か
」
と
お

い
ま
す
こ
し
物
し
給
〈
さ
り
け
ん
」
と
つ
き

１
－

黒
川
四
冊
本

「
し
た
し
き
御
よ
す
か
に
な
る
も

（
印
）

（
４
砦
）

’
給
は
ね
は
「
し
た
し
き
御
な
か
ら
ひ
と
い
へ

と
、
こ
と
に
つ
Ｌ
ま
し
け
に
て
物
も
き
こ
え

（
Ⅲ
）し

ろ
き
し
き
し
の
す
上
り
の
か
た
は
ら
に
を

（
副
）

し
や
ら
れ
た
る
を
「
い
つ
く
よ
り
か
」
と

た
つ
ね
給
へ
は
、
さ
き
の
斎
宮
よ

り
た
て
ま
つ
り
給
た
り
と
聞
ゆ
る
も
、
あ
は

れ
に
む
か
し
の
御
ゆ
か
り
と
て
、
か
く
つ
れ

（
勺
。
）

と
、
か
く
浅
ま
し
き
ま
て
へ
た
て
た
ま
へ
る

め
て
、
し
は
し
や
す
ら
』
（
７
ウ
）
ひ
た
ま
へ

は
つ
ら
く
侍
る
か
な
」
と
う
ら
ミ
給
も
い
と

あ
は
れ
な
り
・
・
・
・
・
』
（
８
オ
）

に
の
た
ま
ひ
か
く
し
給
ふ
よ
、
と
う
ち
な
か

」
Ⅱ

今
月

田
本

、
Ｊ
・
ノ

〆
４
４
」

（
５
）
Ｉ
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は
前
者
に
は
な
い
。
前
述
の
ご
と
く
、
「
黒
川
四
冊
本
」
は
穂
久
邇
本
系
統
に
属
す
る
と
看
倣
し
う
る
。

な
お
、
先
に
該
本
に
は
墨
に
よ
る
ミ
セ
ヶ
チ
・
修
正
箇
所
が
二
○
○
足
ら
ず
と
少
な
く
な
い
由
に
触
れ
た
が
、
そ
れ
ら
を
概
観
す
る
に
、
異

本
の
校
合
と
い
う
よ
り
も
誤
写
の
修
正
で
あ
る
こ
と
は
、
小
紙
片
が
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
例
え
ば
一
ウ
４
行
目
「
な
ら

て
て
く
ね

ふ
人
な
く
・
お
わ
す
」
、
五
オ
２
「
象
も
し
は
て
し
を
と
な
ん
」
、
セ
ウ
６
「
事
に
り
に
み
え
給
ふ
」
、
ニ
ウ
ー
「
春
宮
さ
ゐ
に
女
御
の
」
等
々

上

の
類
と
考
え
て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
。

戸

表

三
宮

御
ふ
み
引
と
き
て
ち
か
く
よ
り
て
ふ
せ
き

（
ァ
）
Ｉ

こ
え
給
へ
ど
、
か
ほ
う
ち
あ
か
め
て
し
る

し
あ
り
げ
も
桑
へ
ぬ
を
、
さ
れ
ぱ
よ
と
中

（
イ
）
Ｉ

将
は
く
る
し
く
お
ぽ
せ
ば
「
お
ろ
か
な
ら

（
ウ
）
’

ず
侍
り
つ
る
御
き
そ
く
に
、
む
な
し
く
て

（
エ
）

か
へ
り
侍
ら
ん
事
な
ど
い
と
わ
び
し
く
」

と
た
び
人
～
申
給
。
「
げ
に
さ
の
み
し
ら

ぬ
さ
ま
な
ら
ん
も
び
ん
な
か
り
ぬ
べ
し
」

⑧
常
磐
松
文
庫
「
常
磐
松
本
」

こ
れ
も
巻
二
、
〔
表
二
〕
に
統
ノ

穗
久
邇
本 に

続
く
場
面
か
ら
採
り
上
げ
て
染
よ
う
。

御
文
引
と
き
て
ち
か
く
よ
り
て
見
せ
聞
え
給

（
ア
）
．
‐
‐
・

へ
と
、
か
ほ
う
ち
あ
か
め
て
、
御
返
き
こ
へ

給
へ
き
気
し
き
も
見
え
ぬ
を
、
さ
れ
〈
よ
と

（
詑
祁
）
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

中
将
〈
く
る
し
く
お
ほ
し
て
「
を
ろ
か
な
ら

（
岩
ソ
）
軸
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

す
侍
り
つ
る
御
き
そ
く
を
、
む
な
し
く
て
か

（
こ
’

ヘ
リ
侍
ら
ん
事
い
と
わ
ひ
し
ぐ
侍
る
」
と
た

ひ
ｊ
、
申
給
、
「
け
に
さ
の
ミ
し
ら
ぬ
さ
ま

な
ら
ん
も
、
ひ
ん
な
か
り
ぬ
へ
し
」
と
て
、

』
Ⅱ
ｕ

田
本

二
目

御
文
ひ
き
と
き
て
ち
か
く
よ
り
て
采
せ
聞
え

（
ア
）
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

た
ま
へ
と
、
か
ほ
う
ち
あ
か
め
て
御
返
き
こ

え
給
ふ
へ
き
け
し
き
も
桑
え
ぬ
を
、
さ
れ
は

（
ノ
イ
）
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

よ
と
中
将
〈
く
る
し
く
お
ほ
し
て
「
お
ろ
か

（
命
〆
）
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ

な
ら
す
侍
り
つ
る
御
』
（
調
ウ
）
き
そ
く
を
、

む
な
し
く
て
か
へ
り
侍
ら
ん
事
い
と
わ
ひ
し

（
エ
）
ｌ

く
侍
る
」
と
た
ひ
ｊ
、
申
給
「
け
に
さ
の
ミ

マ
マ

し
ら
ぬ
さ
ま
な
ら
ん
も
ひ
ん
な
か
る
ぬ
へ
し

常
磐
松
本

I
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こ
の
場
合
も
、
桑
ご
と
に
「
穂
久
邇
文
庫
本
」
対
「
前
田
本
・
常
磐
松
本
」
の
本
文
分
立
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
ア
）
の
よ
う
な

か
な
り
大
き
な
異
同
の
部
分
は
も
ち
ろ
ん
、
（
イ
）
（
ウ
）
（
エ
）
（
キ
）
の
よ
う
な
微
細
な
表
現
ま
で
一
致
す
る
こ
と
は
、
系
統
分
類
の
指

標
と
し
て
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
な
わ
ず
か
で
は
あ
っ
て
も
際
立
っ
た
対
立
が
あ
る
こ
と
は
、
現
存
諸
本
の
成
立
す
る
以
前
の
か
な
り
早
い
段

階
で
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
と
前
田
本
系
統
と
が
派
生
・
分
立
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
い
え
ば
、
現
存
諸
本
中
最
も
早

く
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
穂
久
邇
文
庫
本
自
体
が
、
す
で
に
前
田
本
系
と
思
わ
れ
る
朱
書
の
校
合
本
文
を
有
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

側
聞
す
る
に
、
一
九
五
○
年
代
の
半
ば
に
は
す
で
に
『
苔
の
衣
』
の
校
本
作
成
が
試
み
ら
れ
、
最
近
ま
た
現
存
本
を
再
調
査
、
網
羅
す
る
か

た
ち
で
校
本
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
そ
う
し
た
作
業
の
過
程
で
、
諸
本
の
整
理
、
両
系
統
の
本
文
派
生
の
メ
カ
’
一
ズ
ム
が
明
ら
か
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

と
て
、
ふ
で
な
ど
と
り
給
つ
上
、
を
し
へ

た
て
ま
つ
り
て
か
Ｌ
せ
き
こ
え
給
ひ
た
る

（
力
）

も
じ
や
う
い
か
で
か
く
し
も
と
り
あ
つ
め

て
お
ひ
い
で
給
ひ
け
ん
と
、
さ
き
の
世
ゆ

（
キ
）
ｌ

か
し
う
…
：
（
上
・
九
二
～
三
頁
）

最
後
に
、
『
苔
の
衣
』
の
よ
う
な
鎌
倉
時
代
物
語
が
物
語
史
に
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
る
か
、
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
物
語
が
著
名
な
先
行
作
品
ｌ
と
り
わ
け
『
源
氏
物
語
』
『
狭
衣
物
語
』
『
寝
覚
物
語
（
夜
の
寝
覚
）
』
を
積
極
的
に
摂
取
し
て
い
る
こ

へ

オ
ン

’

（
オ
）
．
・

ふ
て
と
り
ま
か
な
ひ
つ
上
を
し
へ
た
て
ま
つ

り
て
か
上
せ
き
こ
え
給
へ
た
り
、
も
し
や
う

（
力
）

す
、
、
、
つ
き
、
い
か
て
』
（
８
ウ
）
か
く
し
も
と

り
あ
つ
め
て
お
ひ
出
給
ひ
け
ん
と
、
さ
き
の

（
キ
）

よ
ゆ
か
し
．
：
…

と
て
筆
と
り
ま
か
な
ひ
つ
上
を
し
へ
た
て
ま

つ
り
て
か
上
せ
き
こ
え
給
へ
た
り
、
も
し
や

（
ヵ
）
Ｉ

う
す
ミ
つ
き
、
い
か
て
か
く
し
も
と
り
あ
つ

め
て
お
ひ
出
給
ひ
け
む
と
、
さ
き
の
世
ゆ
か

（
キ
）

し
…
…

へ

オ
レ
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冒
頭
の
Ｉ

と
は
す
で
に
多
く
の
先
学
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
神
野
藤
昭
夫
・
豊
島
秀
範
な
ど
の
諸
氏
に
研
究
史
の
論
が
あ
る
）
。
ま
た
、
「
鎌
倉
時
代
後
期

の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
『
小
夜
衣
』
『
兵
部
卿
物
語
』
は
、
い
ず
れ
も
主
人
公
が
兵
部
卿
宮
で
、
本
物
語
の
影
響
が
見
ら
れ
る
」
（
『
日
本
古
典

文
学
大
辞
典
』
岩
波
書
店
刊
）
と
も
い
う
。
鎌
倉
時
代
の
物
語
た
ち
が
範
を
王
朝
の
た
だ
中
に
華
ひ
ら
い
た
作
品
群
に
求
め
た
よ
う
に
、
時
代

が
下
が
れ
ば
そ
の
物
語
た
ち
も
や
が
て
新
作
の
物
語
の
目
標
と
な
る
、
文
学
史
的
循
環
と
い
う
べ
き
物
語
史
の
展
開
で
あ
る
。

か
つ
て
、
鈴
木
一
雄
氏
は
、
『
源
氏
物
語
』
以
前
の
物
語
が
古
代
の
伝
承
を
基
層
と
し
て
、
む
し
ろ
伝
承
の
枠
を
利
し
つ
つ
形
成
・
成
立
し

た
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
『
源
氏
物
語
』
以
後
ｌ
後
期
物
語
の
伝
承
性
と
そ
の
基
層
に
つ
い
て
こ
う
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

後
期
物
語
の
伝
承
性
は
、
ほ
と
ん
ど
基
層
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
は
、
物
語
内
部
に
お
け
る
必
然
性
を
失
い
な
が
ら
断
片
的
に
残
存
す
る

に
過
ぎ
な
い
。
古
伝
承
的
基
層
の
断
片
化
に
代
わ
っ
て
、
大
き
い
拠
り
所
に
な
っ
た
の
が
『
源
氏
物
語
』
と
い
う
目
前
に
輝
く
先
行
の
物

語
で
あ
っ
た
。
『
源
氏
物
語
』
は
以
後
の
物
語
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
第
二
の
基
層
部
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
お
お
ま
か
に
い
え
ば
、
こ
れ

こ
そ
『
源
氏
物
語
』
の
影
響
と
い
わ
れ
る
も
の
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
（
『
堤
中
納
言
物
語
序
説
』
桜
楓
社
、
一
九
八
○
・
四
刊
、
六
一
頁
）

鈴
木
氏
の
い
う
「
古
伝
承
的
基
層
」
の
上
に
物
語
が
試
象
ら
れ
た
の
を
第
一
段
階
、
さ
ら
に
『
源
氏
物
語
』
そ
の
も
の
が
基
層
の
中
に
組
糸

込
ま
れ
て
『
狭
衣
物
語
』
『
寝
覚
物
語
』
な
ど
の
後
期
物
語
が
成
立
し
た
段
階
を
第
二
と
数
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
後
期
物
語
ま
で
も
基
層
に
組

象
入
れ
た
『
苔
の
衣
』
の
よ
う
な
作
品
は
、
物
語
史
の
第
三
段
階
と
把
握
す
べ
き
だ
ろ
う
。
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
作
品
の
開
巻

あ
ふ
て
の
恋
も
あ
は
ぬ
な
げ
き
も
、
人
の
世
に
〈
さ
ま
人
１
お
ほ
か
る
中
に
、
こ
け
の
こ
ろ
も
の
御
な
か
ら
ひ
（
か
り
あ
か
ぬ
わ
か
れ
ま

で
た
め
し
な
く
、
あ
は
れ
な
る
事
〈
な
か
り
け
り
。
此
比
権
大
納
言
と
き
こ
ゆ
る
く
、
こ
せ
ん
て
い
の
御
お
と
う
と
、
一
世
の
源
氏
と
き

こ
へ
し
二
ら
う
、
大
し
や
う
の
御
お
と
上
ぞ
か
し
。
（
黒
川
四
冊
本
に
よ
る
）

の
一
文
が
、
『
寝
覚
物
語
』
の
「
人
の
世
の
さ
ま
人
１
な
る
を
見
附
き
つ
も
る
に
、
な
ほ
寝
覚
の
御
な
か
ら
ひ
ば
か
り
、
あ
さ
か
ら
ぬ
契
り
な

－138－



実践女子大学図書館蔵『苔の衣」（五本）三十三

が
ら
、
よ
に
心
づ
く
し
な
る
例
は
、
あ
り
が
た
く
も
有
け
る
か
な
」
に
依
拠
し
つ
つ
、
『
源
氏
物
語
』
の
面
影
を
点
綴
し
て
い
る
の
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
後
期
の
物
語
す
ら
が
も
は
や
踏
ま
え
る
べ
き
基
層
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』

が
い
う
ご
と
く
、
物
語
史
の
第
三
段
階
に
立
ち
至
っ
た
『
苔
の
衣
』
を
下
敷
き
に
す
る
作
品
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
史
的
展
開
と
し
て
第

四
の
段
階
が
用
意
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
し
か
し
、
第
二
段
階
ま
で
が
か
ろ
う
じ
て
持
ち
得
て
い
た
古
代
の
伝
承
性
は
、

も
は
や
こ
こ
で
は
完
全
に
形
骸
と
し
て
遣
る
に
過
ぎ
な
い
。
〈
物
語
〉
と
い
う
、
古
代
文
学
と
し
て
の
文
学
形
態
が
伝
承
性
を
喪
失
し
た
時
、

そ
の
行
く
て
は
困
難
な
道
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
『
苔
の
衣
』
は
、
そ
う
し
た
険
し
い
道
程
の
崖
ふ
ち
に
立
っ
た
、
〈
物
語
〉
の
残
光
に
映

え
る
一
作
品
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

－1qQ－
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